
2017 年 5 月  20 日 (土)  午後2:00～3:30 

お申込方法　
昭和のくらし博物館まで下記を添えて、メール、電話、FAXで
お申込みください。

「5/20 パンと昭和トーク 参加申込み」
氏名／住所／電話番号（当日連絡のつく番号）／FAX／メール
アドレス（PCメールを受信できるもの）  

ご予約・お問合せ先

（開館時間内）

開　館：金・土・日・祝日　午前10時～午後5時
入館料：大人500円　小学生～高校生300円

昭和のくらし博物館は、昭和26年建築の木造2
階建の庶民住宅（登録文化財小泉家住宅）を丸
ごと公開している博物館。昭和30年前後のくら
しの常設展示・企画展・特別展などの他、くらし
を考える講座・イベントを随時開催。

参加費：無料（入館料 500円 のみ）
　　  　＊小学生～高校生および友の会会員・300円／協力会員・無料
定　員：40名（要予約）
場　所：鵜の木特別出張所会議室（昭和のくらし博物館より徒歩1分）
主　催：昭和のくらし博物館
協　力：(株)大地を守る会社内サークル割烹着の会
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●はじめに　『パンと昭和 について」  子和泉小

●ト ー ク　「小麦の戦後・小麦の今」　 天笠啓祐さん

●質疑応答

『パンと昭和』出版記念トーク～小麦の戦後・小麦の今

　

』など。門入品食え換み

天笠啓祐さん
早稲田大学理工学部卒業後、
遺伝子組み換えや食品添加物、
原発など、 科学技術と社会の
関係を長年追う環境問題
ジャーナリスト。 

組子伝遺『 書著

昭和のくらし博物館　第13回企画展
「パンと昭和」関連イベントpart.3

企画展「パンと昭和」の書籍化を記念し、戦後の小麦の歴史をひも解きながら現在の小麦
を取り巻く状況についてのお話を聞く、食の安全トークを開催します。
今やとても身近な食べ物となったパンが日本人のくらしに浸透するまでにはどのような過
程を経て来たのか。戦中戦後の歴史と今を知り、これからの私たちの食生活を考えます。

『パンと昭和』 小泉和子編
（ 河出書房新社、1,998円(税込) )

2017年2月28日より発売中です！


